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 OECD 世界経済見通し 

経済開発協力機構（OECD）は 3 月 7 日世界経

済見通しを発表しました。2017 年の世界全体

の成長率は 3.3％と 16 年の 3％から上昇し、18

年はさらに加速し 3.6％へ上昇すると見込んで

います。 

米国や中国の財政政策が下支えすることなど

が主な背景にありますが、OECD の世界経済

見通しは 2016 年～18 年にかけて成長率は毎

年改善することが予想されています。 

 

 主な個別国に注目すると・・・ 

主な個別国の米国、中国に注目すると OECD

は両国の 2017 年成長率見通しを引き上げてい

ます。 

米国は堅調な個人消費やエネルギー生産の回

復と共に財政政策が経済成長の下支えとなる

と考えられます。トランプ氏は今後 10 年間で 1

兆ドル（110 兆円）規模のインフラ投資の計画を

打ち出しており、トランプ氏の財政拡大政策が

米国の経済成長を加速し、結果として世界経済

の成長にもつながると考えられます。 

中国でも、鉄道、高速道路などのインフラ投資

の財政政策拡大が中国経済の景気を支えてい

くものと思われます。2017 年についても既に中

国交通運輸省からは幹線道路や水路プロジェ

クトに 1 兆 8000 億元(約 30 兆円)を投じるとの

発表も行われています。 

 注目のセクターは？ 

世界経済の回復期待が後押しするなか、注目

したい資産は・・・ 

米国の景気回復期待に加え、米ドル高基調は

足元で一服感が見られ、新興国からの資金流

出懸念の後退につながっています。米国経済

回復の恩恵は新興国経済、企業業績にも及ぶ

と期待されます。中国のインフラ投資拡大で資

源価格上昇、資源が豊富な新興国にも好影響

が期待できるかもしれません。 

またトランプ大統領が掲げているインフラ投資

拡大は、公益、パイプライン、運輸等の各セクタ

ーの成長も牽引すると考えられます。 

 
■図表 1：OECD の主な国の経済成長率予想 

(時点：2017 年 3 月現在予想、予想は OECD による) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

出所：OECD のデータを使用してピクテ投信投資顧問作成 
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